12a1A ● 12日（土）　9：20‐10：20　【情報・科学技術・社会】　A会場

座長　白楽ロックビル
2005年のWeb情報発信から　─HIVとエイズ，アスベスト問題─

本間善夫（県立新潟女子短期大学生活科学科生活科学専攻）
インターネットの中のバイオサイエンス：社会的問題のキーワード選定と発信者
○秦千里　白楽ロックビル（お茶の水女子大学理学部）
米国におけるP2P規制論争の諸問題
大谷卓史（吉備国際大学政策マネジメント学部）
12a1B ● 12日（土）　9：00‐10：20　【社会的合意形成】　B会場
座長　藤垣裕子
インドGMO論争を通してみる社会的合意形成の諸問題
山口富子（（独）農業生物資源研究所）
異なる意見を持つ市民間での「対話」の深化方策－反復型「対話フォーラム」の新たな展開－
八木絵香（大阪大学コミュニケーションデザイン・センター）
原子力発電技術の導入と普及における社会意思決定プロセス
寿楽浩太（東京大学大学院学際情報学府）
「望まない未来」を求める社会的合意形成手法の設計
高橋祐一郎（農林水産政策研究所）
12a1C ● 12日（土）　9：00‐10：20　【Work-in-progress I】　C会場

座長　平川秀幸
コンセンサス会議の国際比較　－遺伝子組換え作物を題材として－
○野口尚志　藤垣裕子（東京大学大学院総合文化研究科）
参加型手法のワークショップとしての側面
山本有吾（東京電機大学大学院）
参加型手法の継続的運営を支える広報体制
洞庭義紀（東京電機大学大学院）
婦人科内診台のデザインと女性への考慮についての一考察

小門穂　○三村恭子（お茶の水女子大学２１世紀ＣＯＥプログラム「ジェンダー研究のフロンティア」）

12a2A ● 12日（土）　10：30‐12：30　【WS】　A会場

「市民による循環型社会づくり」参加型会議を用いた社会実験研究の報告

柳下正治（上智大学大学院地球環境学研究科）

石川雅紀（神戸大学大学院経済学研究科）

杉浦淳吉（愛知教育大学教育学部）
涌田幸宏（名古屋大学大学院環境学研究科）☆
12a2B ● 12日（土）　10：30‐12：30　【WS】　B会場

科学技術における「社会的なるもの」の再建を巡って

医療の社会化と科学技術
市野川容孝（東京大学）

老いのデザイン：“自立”の社会・技術的コンフィギュレイション
川床靖子（大東文化大学）

ユニバーサルデザインの落とし穴：「技術の＜社会化＞」に向けて
木原英逸（国士舘大学）☆
環境の社会化と科学技術
鬼頭秀一（東京大学）
ディスカッサント
丸山徳次(龍谷大学)

後藤邦夫(桃山学院大学名誉教授)
12a2C ● 12日（土）　10：30‐12：30　【OS】　C会場

科学技術社会論の技法

科学技術社会論の技法

藤垣裕子（東京大学）☆
原子力：もんじゅ訴訟からみた日本の原子力問題
小林傳司（大阪大学）

医療：薬害エイズ事件のＳＴＳ的分析に向けて～安部医師無罪の意味
廣野喜幸（東京大学）

食品：遺伝子組換え作物のリスクガバナンス論争のフレーミング分析
平川秀幸（京都女子大学）

環境：気候変動と不確実性
○宗像慎太郎（東京大学）　塚原東吾（神戸大学）
12a2D ● 12日（土）　10：30‐12：30　【OS】　D会場

研究者の倫理とは何か
ＮＨＫ番組「史上空前の論文捏造」取材の現場から

村松秀（NHK科学・環境番組部）

日本の科学研究者の事件
白楽ロックビル（お茶の水女子大学理学部）
研究倫理とは何か－科学技術社会論学会の研究倫理ガイドライン－

札野順（金沢工業大学／STS学会「学会のアイデンティティ」WG）

日本学術会議におけるミスコンダクト防止の取り組み
森英樹（名古屋大学／日本学術会議）
● 12日（土）　12：30-13：30　【理事会・評議員会】　事務局（IB 012）

12p1A ● 12日（土）　13：30‐15：00　【WS】　A会場

ナノテクノロジーと社会—科学技術社会論的アプローチ—
ナノテクノロジーの社会的影響に関する国内外の取り組みの現状と課題

竹村誠洋（物質・材料研究機構ナノテクノロジー総合支援プロジェクトセンター）

ナノテクノロジーにおける教育・研究の課題
黒田光太郎（名古屋大学）　齋藤芳子（物質・材料研究機構）

ナノテクノロジーの倫理とは何か－UNESCOでの議論を巡って-

札野順（金沢工業大学）☆
12p1B ● 12日（土）　13：30‐15：00　【OS】　B会場

科学技術コミュニケーション：現状と課題

オーガナイザー　小林傳司（大阪大学）
北海道大学「科学技術コミュニケーター養成ユニット」
杉山滋郎（北海道大学）

東京大学科学技術インタープリター養成プログラムの概要
藤垣裕子（東京大学）

大阪大学における「科学技術コミュニケーション教育プログラム試行」
八木絵香（大阪大学）
12p1C ● 12日（土）　13：30‐15：00　【OS】　C会場

参加型科学技術政策形成に向けての展開

政策形成におけるパネル制度の意義
塚原修一（国立教育政策研究所高等教育研究部）

参加型政策形成支援システムの可能性
○大熊和彦　田原敬一郎（（財）政策科学研究所）

参加型システム導入に向けた検討と提言
若松征男（東京電機大学）☆
12p1D ● 12日（土）　13：30‐15：00　【OS】　D会場

リスクコミュニケーションにおけるディスコミュニケーション
日本における予防原則の社会心理的基盤－「安全性の哲学」とリスク・コミュニケーションが成立しない理由－
関谷直也（東京大学）

ニュースにおけるリスクコミュニケーションの陥穽－ダイエット食品被害報道をめぐるマルチ・モダリティ分析－
岡井崇之（中央大学）
「正しく理解する消費者」とはどのような国民か－水銀含有魚介類をめぐるリスクコミュニケーションを事例として－

柄本三代子（東京国際大学）☆
12p2A ● 12日(土)　15：10‐17：10　【シンポジウム】　A会場

東アジアのSTS：共有できる問題意識、新しい知識共同体への展開

座長：塚原東吾（神戸大学）☆

One STS or many STSs? : The current status and future prospect of STS in Korea

洪性旭（ソウル大学）

The Post-Normal Nature of TA (Technology Assessment) Implementation: Korean Experience

Sang Wook Yi（高麗大学）

The Strength and Weakness of Taiwan’s STS community and its Prospects in Sponsoring an East Asian STS Research Orientation and International Journal

傳大偉（精華大学）
12p2B ● 12日(土)　15：10‐16：30　【技術者倫理と教育】　B会場

座長　黒田光太郎
情報技術者を目指す学生のための倫理教育の試み

杉原桂太（南山大学数理情報学部）

技術者導入教育の評価と研究会の発足

○飯野弘之　吉田信夫　長谷川勉　岡本延美（金沢工業大学）

工学系高等教育における安全教育

飯野弘之（金沢工業大学）

技術者倫理教育の国際的ネットワーク構築の試み　－「Ethics Crossroads の形成と科学技術倫理の構築取り組み」プロジェクト－
西村秀雄（金沢工業大学／JST-RISTEX）

12p2C ● 12日(土)　15：10‐16：10　【STS研究とは何か】　C会場

座長　調整中
学術研究としての文理融合
○立瀬剛志　小林俊哉（北陸先端科学技術大学院大学）

忘れられた中間項としての“技術の営み”

比屋根均（(社)日本技術士会中部支部ＥＴの会／大同特殊鋼（株））

高等学校におけるSTS教育の現状について－なぜSTSは一般化しないのか－

八巻俊憲（福島県立郡山高等学校）

12p2D ● 12日（土）15：10－16：30　【科学と知識】　D会場

座長　柄本三代子
知識創造過程における場所とモノ

飯野万里子　○金凡性（北陸先端科学技術大学院大学）

アイヌ墓地「発掘調査」－学術権力の形成－

植木哲也（苫小牧駒澤大学）

骨相学はどのように広まったか－科学と風刺の関係

秋田摩紀（京都大学教育学研究科博士後期課程）

第二次世界大戦後の日本地質学界における「方法論の金縛り」についての考察

栃内文彦（金沢工業大学基礎教育部）

12p3B ● 12日（土）16：40－18：00　【専門職と技術者の倫理】　B会場

座長　蔵田伸雄
技術者の存在意義を考える授業

松木純也（福井大学）

国際的科学技術倫理綱領の策定に向けた「価値」の考察－アジア的価値の明確化をめざして

金光秀和（金沢工業大学／JST-RISTEX）

これからの医師団体のあり方についての一考察

神里彩子（科学技術文明研究所／法政大学非常勤講師）
工学系学協会において倫理綱領が持つ機能と役割−倫理規範の明確化と技術プロフェッションの成立−
○大場恭子　札野順（金沢工業大学科学技術応用倫理研究所）

12p3C ● 12日（土）16：40－17：40　【科学技術コミュニケーション】　C会場

座長　松原克志
日本における「科学カフェ」の意義と可能性

薗田恵美（東京大学大学院学際情報学府修士課程）

科学技術コミュニケーションにおける専門知提示のありかたに関する考察

○北村正晴（東北大学未来科学技術共同研究センター）　八木絵香（大阪大学コミュニケーションデザイン・センター）

企業の環境コミュニケーションにおける不確実性と自由の問題－The Economist誌論文をめぐるCSR論争から－

大塚善樹（武蔵工業大学）

12p3D ● 12日（土）16：40－18：00　【専門知と社会的合意形成】　D会場

座長　調整中
農業・食品分野における専門知と参加型技術評価－フランスにおけるＧＭＯ研究を中心に－

○須田文明（農林水産省農林水産政策研究所）　山口富子（（独）農業生物資源研究所）

科学技術をめぐる新たな公共知の創造－吉野川第十堰を事例とした協働の類型の変化とその規定因－

○大澤英昭　廣瀬幸雄（名古屋大学大学院環境学研究科）　寺本義也（早稲田大学大学院アジア太平洋研究科）

環境政策におけるエキスパート・ジャッジメントの定量化と構造分析

宗像慎太郎（東京大学大学院総合文化研究科）

地域の環境をめぐる住民の語り口の変化と外部専門家－大分県守江湾を事例に外部の専門家との関係に着目して－

○日野明日香（海洋政策研究財団）　清野聡子（東京大学）　釘宮浩三（住吉浜開発）　

綿末しのぶ（杵築市なぎさの研究会）

● 12日（土）　18：30-20：30　【懇親会】　レストラン花の木 （グリーンサロン東山1階）
13a1A ● 13日（日）　9：00‐11：00　【WS】　A会場

世紀転換期日本の環境政策の変化の歴史的検証
地球温暖化防止政策
吉岡斉（九州大学）☆


自然エネルギー政策
飯田哲也（環境エネルギー政策研究所）


化学物質規制政策
堀口敏宏（国立環境研究所）


環境政策変化のトレンド
中山茂（神奈川大学名誉教授）
13a1B ● 13日（日）　9：00‐11：00　【WS】　B会場

科学コミュニケーションの双方向性をいかに実現するか～〈シビック・ジャーナリズム〉に学ぶ
オーガナイザー　蔵田伸雄　杉山滋郎（北海道大学）


シビック・ジャーナリズムの挑戦～コミュニティとどうつながるか・新聞の現場から
寺島英弥（河北新報社）


「担い手」と「場」の創出～患者向けがん専門誌がなしえたこと
難波美帆（北海道大学科学技術コミュニケーター養成ユニット）


ウェブログは科学コミュニケーションのツールになるのか～市民と科学者が対等に参加する新しいコミュニティをつくるブログ～

栃内新（北海道大学理学研究科）
大手メディアと市民ジャーナリズム

隈本邦彦（北海道大学科学技術コミュニケーター養成ユニット）


13a1C ● 13日（日）　9：00‐11：00　【安全とリスク】　C会場

座長　柴田清
ナノテクノロジーへのセキュリティアプローチ－新世代技術の社会的受容に向けて－
石黒武彦（同志社大学ヒューマン・セキュリティ研究センター）

新規医薬品の副作用を予見するために必要なシステムは何か－COX-2阻害剤の事例から－
伊藤裕子（科学技術政策研究所）


日本の原子力安全規制策定過程におけるガバナンスの欠如－一般理論を目指して－
桜井淳（東大大学院総合文化研究科）


安全基本法への俯瞰的アプローチ
加部隆史（NPO安全工学研究所）


信頼から見た科学的なリスクの考察
加藤源太郎（プール学院大学）


2005年「アスベスト問題」
神里達博（科学技術振興機構・社会技術研究開発センター）
13a1D ● 13日（日）　9：00‐11：00　【WS】　D会場

Ethics Crossroadsの形成と科学技術倫理の構築

オーガナイザー　札野順（金沢工業大学／RISTEX）

国際的科学技術倫理綱領の構築可能性の検討

金光秀和（金沢工業大学／RISTEX）

Ethics Across the Curriculumワークショップの定期的開催に向けてー「Ethics Crossroadsの形成と科学技術倫理の構築取り組み」プロジェクト

西村秀雄（金沢工業大学）

e-ラーニング手法を用いた科学技術倫理教育の可能性─オランダで開発された「Agora」とその日本語化の意義─

栃内文彦（金沢工業大学／RISTEX）
技術倫理教育における倫理的価値判断能力の測定評価

○本田康二郎　金光秀和　栃内文彦　西村秀雄　大場恭子　札野順（金沢工業大学）
企業倫理プログラム・モデルに関する研究

大場恭子（金沢工業大学／RISTEX）

● 13日（日）　11：00‐11：40　【総会・柿内賢信記念賞研究助成金授与式】　A会場

● 13日（日）　11：40-12：40　【Meet the Board & Meet the Editors】　B会場

13p1A ● 13日（日）　12：40‐14：20　【WS】　A会場

科学論者と科学者の対話—歴史としての「サイエンス・ウォーズ」の教訓から
「科学論」に望むこと
白鳥紀一


ひとりの科学史家が見た「サイエンス・ウォーズ」
後藤邦夫

コメンテータ　桑原雅子
コメンテータ兼座長　金森修（東京大学）☆
13p1B ● 13日（日）　12：40‐14：20　【Work-in-progress II】　B会場
座長　小川眞里子
バラスト水由来の外来種管理レジームにおける予防的措置の変遷
○土方直美（筑波大学）　池田三郎（防災科学技術研究所）　水野敏明（ＷＷＦジャパン）


科学の公共的理解に関する欠如モデルの検討－ＢＳＥに対する学生意識調査を題材として－
藤本卓磨（東京大学）


日本のゲノム研究におけるコミュニケーション活動の成功と失敗
○伊東真知子　加藤和人（京都大学）


遺伝子組換え技術の倫理
深水護（北海道大学）


デューイのテクノロジー論の可能性
本田康二郎（金沢工業大学）
13p1C ● 13日（日）　12：40‐14：20　【歴史的アプローチ】　C会場

座長　調整中
資源小国のハンディに苦心してきた日本のものづくり－代表例としてのアルミニウム製錬工業について
宮崎和英（福岡大学大学院工学研究科）


高度成長期における産学共同研究
三宅苞（東京海洋大学 知的財産本部）


1920年代のニューヨーク市における騒音軽減運動と電話技術者による騒音測定　～「テクノロジーによる騒音」と「デシベル」の表現
瀬野豪志（東京大学大学院工学系研究科先端学際工学専攻博士課程）


イカ釣り漁業技術の発展過程に関する研究
○塚田真利子　稲田博史　竹内正一（東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科）　

木村正晴（東和電機製作所）　佐藤信義（佐藤製帆綱具）


医療技術の正統化過程についての一考察　－マンモグラフィ検診導入を例として
三村恭子（お茶の水女子大学21世紀COEプログラム「ジェンダー研究のフロンティア」）
13p1D ● 13日（日）　12：40‐14：20　【心理学的・社会調査的アプローチ】　D会場

座長　調整中
一般市民はナノテクノロジーをどう捉えているのか －質問紙調査結果から－
藤田康元　阿部修治（産業技術総合研究所ナノテクノロジー研究部門）


大学生が抱く科学者・技術者のイメージとジェンダーステレオタイプについて
○野寺綾　唐沢かおり（名古屋大学大学院環境学研究科）


無作為抽出をもとにした市民会議参加者の代表性の検討
○前田洋枝　広瀬幸雄（名古屋大学大学院環境学研究科）　杉浦淳吉（愛知教育大学教育学部）　柳下正治（上智大学大学院地球環境学研究科）


バイオテクノロジー受容のロジック分析：意識調査に基づく国際比較
○永田素彦（三重大学）　日比野愛子　杉万俊夫（京都大学）


バイオテクノロジーに関する知識と態度の関係
○日比野愛子（京都大学大学院人間・環境学研究科／日本学術振興会特別研究会）　
永田素彦（三重大学人文学部）　杉万俊夫（京都大学大学院人間・環境学研究科）
13p2L ● 13日（日）　14：30‐16：00　【基調講演】　大講義室

有本建男氏
　（内閣府経済社会総合研究所／文部科学省）

「科学技術と社会－科学技術基本計画をめぐって－」

座長　塚原修一（国立教育政策研究所／STS学会会長）

13p3A ● 13日（日）　16：10‐17：30　【WS】　A会場

アジアにおける「女性と科学/技術」のネットワーク構築について
ワークショップの趣旨説明、プロジェクトの概要
小川眞里子（三重大学）☆


性別統計整備に向けて：ワーキング・シート（案）の検討
財部香枝（中部大学）


アジアの「女性と科学/技術」研究分野におけるネットワーク
力武由美（アジア女性・交流研究フォーラム／北九州市立男女共同参画センター）


マレーシアのＩＣＴ政策
鴨川明子（早稲田大学）
13p3B ● 13日（日）　16：10‐17：10　【科学の公衆理解】　B会場

座長　調麻佐志
我が国における科学技術リテラシー像の策定に関する考察
岡本信司（神戸大学連携創造センター）


科学事件により科学報道はどう変わるのか？　－考古学報道を題材に－
山内保典（名古屋大学大学院教育発達科学研究科）


「理科離れ」とは何か－言葉の定義と教育現場におけるメカニズム解明－
村上友乃（東京大学大学院総合文化研究科広域科学専攻）
13p3C ● 13日（日）　16：10‐17：10　【環境と政治・社会】　C会場

座長　伊勢田哲治
参加型会議における参加市民の意見変容と最終提案への納得感の連関
○松野正太郎（名古屋大学大学院環境学研究科）　柳下正治（上智大学大学院地球環境学研究科）


Environmental Destruction at Mt. Merapi: ｆrom the viewpoint of technological politics
（邦題は「メラピ山における環境破壊：　人工物の政治性の観点から」）

○Pitch Sutheera Watthana, Takayuki MINATO（東京大学大学院新領域創成科学研究科環境学専攻国際環境協力コース）


人工物による２次的影響の発生メカニズム－韓国ソウル市清渓川復元計画の事例からの考察－
趙公章（東京大学大学院新領域創成科学研究科）
（11月1日現在）
